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さきに今tíîlは，防宗主林の周辺における移流霧の ij'ì 散に対しては，大気の乱流による霧粒の拡

散が最も]主要な役割をi;}fやるととを結論したが，将字「は今.lhliの提案した方針にしたがって，と

の効果の大きさに対する定量的な ~I安を，林の周辺における乱流場の観測された4剖生から導〈

方法を僻よしようと 1試みた。乱流によって運ばれる霧粒は，その拡散i@fY:の注 rllで、樹木によっ

て拍捉されるから，すべての大きさの渦乱が同様にあIl捉にも'与するものと考えなければならな

いが，との場合泊常故も大きな役生IJ をなすと考えられている非常に大きいが'，\;JiLは，ほとんど考

ほする必裂がなく ， hlt~~~拡散という観点からは無視されている比il史的小さい渦乱が，重姿な役

目をするととが結論される。したがって，とれらの有限な大きさをもっ例々の川乱が，主主粒の

布lì捉に寄与する度合を，乱流場のスペクト 11.-或いは ~'11関同数から計算するととが必長になる。

そのために， このようなj叫訪合lに乙は， 乱f流夜i場必抑iに乙浮j俳捻している微1粒b泣t子の刻々の f位立泣の変化が;定広4心芯iζ~'常j

な時系別とみなされf件守るとと P および仰々の渦乱がとの時系別を分解して件られる袋五『的な

Brown 運動に対応するととを示した。乱流f誌のスベクトルからとれらの長栄 Brown 運動の

牛列企を導き，それから 1rf.!々の渦乱の:trfì捉に対する寄与を計算する方法ば p 今掬iが提案したもの

と同じであるが，それをさらに数j汀して詳細にH命じた。
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